
ージマス河川放流効果試験

担当者技師三回 治

I 目的

前年度に引続き，同じ要領で天然における歩留及び成長について調査を行った。

E 試験概要

1. 放流河川!の概況

1 )河川名

2) 調査区間流種

3) }I! 巾

4) 底質

一本木川

1. 0日 Oro

5 ro 

砂織 10 0 16 

5) 調査矧問中の水混 最高25¥) 最低 140C 平均17¥)

.3. 5 "t，/de'e 6) 流量

7) その他

2. 放流状況

1 )放流年月白

2) 放流尾数

3) 放流重最

4) 魚の大きさ

3. 漁湾調査

1 ) 漁獲年月日

2)漁法

3) 漁獲黒数

4) 漁獲重量

5) 魚の大きさ

6) 漁獲比

直結果

1. 再持率 2 0 16 

2. 増重率 2 4 9 % 

一本木川は人工河川のため特別に淵，瀬等はなし

昭和 39年 6月23日

1. 0 0 0尾

7.5 K9 

平均全長ヲ.2cm 平均体長 7.9cm 平均体重 7.5g 

昭和39年?月 6日(試験期間 76日)

授網，掬網(糎止めて減水後)

2 0 0尾

1 8.7 K9 

平均全長 2o. 5 Cl1l 平均体長 18.4 cm 平均休薫 10 3 g 

放流地点より上流地区 50 16， 中流土佐1区 30 16，下流地区 2日係

3. 個体成長比 1.37316 

lV考察

・昭和38年度と放養密度を比較すれば下表のとおりである。

昭和 38年

昭和39年

放養密度

0.16尾/ηi0.05g/m 

0.2 厚V1lI 1.5 g 

再捕率

2516 

2016 

451 



• 2 ヶ年の試験の緒果から，於1荒:魚の大ききによる効果の多少，被告有範珂の広狭による効果の多ノ~

については，半11然としないカち今回の試験lヌ域の環境条件からいって歩干寄りは良好とはいえない。

-於滞民埼内の天然餌料の多寡にもよる爪併の環境条件からみれば，放養5幸子!変を増すことは可姥

と考えられる。
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